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上
工
下
水
３
事
業
の
運
営
権
売
却
議
案

上
工
下
水
３
事
業
の
運
営
権
売
却
議
案

「命の水」を売り渡すな！「命の水」を売り渡すな！

自
民・公
明
等
の
賛
成
で
可
決

野党系会派は反対
水道 3事業売却議案および請願の採決結果

議員名 選挙区 157議案 171議案 請願 議員名 選挙区 157議案 171議案 請願 議員名 選挙区 157議案 171議案 請願 議員名 選挙区 157議案 171議案 請願

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

中沢　幸男 青葉区 〇 〇 ×

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

佐々木賢司 大　崎 〇 〇 ×

み
や
ぎ
県
民
の
声

ゆさみゆき 青葉区 × × 〇
公明党
県議団

伊藤　和博 泉　区 〇 〇 ×

藤倉　知格 富谷・黒川 〇 ― × 横山　隆光 白石・刈田 〇 〇 × 坂下　　賢 石巻・牡鹿 × × 〇 横山のぼる 太白区 〇 〇 ×

仁田　和広 多賀城・七ヶ浜 〇 〇 × 渡辺　勝幸 若林区 〇 〇 × 太田　稔郎 名　取 × × 〇 遠藤　伸幸 青葉区 〇 〇 ×

畠山　和純 気仙沼・本吉 〇 ― × 遠藤　隼人 泉　区 〇 〇 × 境　　恒春 気仙沼・本吉 × × 〇 社民党 
県議団

岸田　清実 太白区 × × 〇

斎藤　正美 石巻・牡鹿 〇 〇 × 庄田　圭佑 泉　区 〇 〇 × 佐々木功悦 遠　田 〇 ― 〇 熊谷　義彦 栗　原 × × 〇

中山　耕一 富谷・黒川 〇 〇 × 高橋　宗也 東松島 〇 〇 × 佐藤　仁一 大　崎 × × 〇 無所属
の会

菅間　　進 青葉区 × × 〇

本木　忠一 石巻・牡鹿 〇 〇 × 村上　久仁 名　取 〇 〇 × 石田　一也 太白区 〇 × 〇 渡辺　忠悦 登　米 × × 〇

中島　源陽 大　崎 〇 〇 × 桜井　正人 宮　城 〇 〇 × 枡　　和也 柴　田 × × 〇 21クラブ 吉川　寛康 青葉区 〇 〇 ×

石川光次郎 宮城野区 ／ ／ ／ 瀬戸健治郎 栗　原 〇 〇 × 三浦ななみ 若林区 × × 〇 緑風会 高橋　　啓 加　美 〇 〇 ×

佐々木喜蔵 石巻・牡鹿 〇 〇 × 八島　利美 角田・伊具 〇 〇 × 小畑きみ子 泉　区 × × 〇

菊地　恵一 大　崎 〇 〇 × 伊藤　吉浩 登　米 〇 〇 × 日
本
共
産
党
県
議
団

三浦　一敏 石巻・牡鹿 × × 〇
【注】   敬称略。〇賛成、×反対、―棄権。 
　　　石川議長は裁決に加わらず

　　●157号議案　　　賛成37　反対17　で可決
　　●171号議案　　　賛成33　反対18　で可決
　　●請願（379の1）  賛成19　反対35　で不採決

高橋　伸二 柴　田 〇 〇 × わたなべ拓 太白区 〇 〇 × 天下みゆき 塩　釜 × × 〇

村上　智行 岩　沼 〇 〇 × 渡辺　重益 亘　理 〇 〇 × 福島かずえ 若林区 × × 〇

佐々木幸士 太白区 〇 〇 × 福井　崇正 青葉区 〇 〇 × 大内　真理 宮城野区 × × 〇

外崎　浩子 泉　区 〇 〇 × 柏　　佑賢 塩　釜 〇 〇 × 金田もとる 青葉区 × × 〇

守屋　守武 気仙沼・本吉 〇 〇 ×

　

６
月
議
会
最
終
日
の
７
月
５
日
、
日
本
で
初
め

て
、
上
工
下
水
３
事
業
の
運
営
権
を
20
年
間
に
わ

た
っ
て
売
却
す
る
関
連
２
議
案
が
、
自
民
・
公
明

等
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
市
民
団
体
か
ら
１
万
９
４
４
９
人
分

の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「
今
議
会
で
は
採

決
せ
ず
、
関
係
市
町
村
で
の
説
明
会
と
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
と
り
直
し
を
求
め
る
請
願
」
は
、

署
名
に
託
さ
れ
た
県
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
り
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
県
議
団
は
５
人
全
員
が
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、
※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
民
営
化
す

る
「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
」
の
導
入
に
反
対

し
て
論
戦
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
査
と
請
願
審
査
の
焦
点
と
な
っ
た
建
設

企
業
委
員
会
は
、
６
月
30
日
と
７
月
１
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
党
系

会
派
で
参
考
人
招
致
を
委
員
長
に
求
め
ま
し
た

が
、「
み
や
ぎ
型
」
に
賛
成
の
立
場
の
参
考
人
が
確

保
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
実
現
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

委
員
会
で
の
採
決
は
、
運
営
権
設
定
等
の
２
議

案
も
請
願
も
４
対
４
の
賛
否
同
数
で
委
員
長
裁
決

と
な
り
、
議
案
は
可
決
、
請
願
は
不
採
択
に
な
り

ま
し
た
。

　

実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
資
料
が
出
て
く
る
の

は
こ
れ
か
ら
で
す
。
県
民
の
理
解
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
世
界
で
は
「
再
公
営
化
」
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
引
き
続
き
野
党
系
会

派
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、「
命
の
水
」
を
守
る
た

め
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

建
設
企
業
委
員
会
は

　
　
賛
否
同
数
で
委
員
長
裁
決

「
命
の
水
」は
渡
せ
な
い

【157 議案】　公営企業の設置等に関する条
例の一部を改正する条例。上工下水一体官
民連携運営事業（みやぎ型管理運営方式）
を実施するための議案

【171 議案】　公共施設等運営権の設定について（大崎広域水道、仙南・仙塩広域水道、仙
塩工業用水道、仙台圏工業用水道、仙台北部工業用水道、仙塩流域下水道、阿武隈川下
流流域下水道、鳴瀬川流域下水道及び吉田川流域下水道）。外資のヴェオリアを含むメタ
ウォーターグループがつくった株式会社みずむすびマネジメントに運営権を設定する議案

【請願（379 の 1）】　「みやぎ型管理運営方式」の導入に係る「公共施設
等運営権の設定」議案（議第 171 号議案）及び関係する条例改正案（議
第 157 号議案）は第 379 回県議会では採決せず、すべての関係市町村で
の説明会開催とハブリックコメントの取り消しを求めることについて

171号議案の採決の様子、起立が賛成、着席が反対（7月5日県議会本会議）

※コンセッション方式とは、所有は公共のまま、運営権を売却する
　民営化の手法のひとつ
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問題だらけの問題だらけの「みやぎ型管理運営方式」「みやぎ型管理運営方式」

県民おいてきぼりで後世に大きな禍根県民おいてきぼりで後世に大きな禍根
■
２
０
１
７
年
３
月
９
日
、「
日
経
地

方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
東
京
）

で
の
村
井
知
事
の
講
演
よ
り

　「
最
初
に
、
と
に
か
く
民
間
事
業

者
が
や
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
構
築
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て一気
に
行
う
こ
と

を
指
示
し
た
。」

　「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
実
現

の
意
義
と
し
て
、
民
間
事
業
者
は
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に

期
待
し
て
い
る
。」、「
市
町
村
へ
の
展

開
を
検
討
す
る
理
由
は
、
水
源
か
ら

蛇
口
ま
で
を一体
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
民
間
の
投
資
対
象
と
し
て
の
魅

力
が
増
す
た
め
」

　「命
の
水
」
を
も
う
け
の
対
象
に
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
共
産
党
議
員
よ
り
、
提
出
さ
れ
た

請
願
署
名
１
９
４
４
９
人
分
を
ど
う

受
け
止
め
る
か
聞
か
れ
、

　「
１
万
人
超
え
の
人
が
疑
問
を
持
っ

て
い
る
が
、
非
常
に
多
く
の
県
民
は

理
解
し
て
い
る
」
と
、
全
く
県
民
を

愚
弄
す
る
発
言
で
し
た
。

　「
水
」
は
命
の
み
な
も
と
で
あ
り
、
国
と
自
治
体

が
責
任
を
も
っ
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
企
業
の
も
う
け
の
対
象
と
し
、
株
主
配
当
を

す
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
日
の
水
道
事
業
の
経
営
的
困
難
の
背
景
に
は
、
将

来
の
水
需
要
を
過
大
に
見
積
も
り
、
管
路
や
設
備
へ

の
過
剰
投
資
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
そ
の
ツ
ケ
が
巨
額
の
更
新
費
用
と
し
て
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　
解
決
の
た
め
に
は
、
地
域
の
水
循
環
や
水
需
要
な

ど
の
科
学
的
分
析
の
も
と
に
管
路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
や
地
域
の
実
情
に
即
し
た
水
源
の
確
保
・
活
用

を
含
む
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

道
路
や
橋
な
ど
の
よ
う
に
、
国
が
、
水
道
施
設
の
更

新
費
用
に
も
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
政
策
の
転
換
こ
そ
が
重
要
で
す
。

　
議
決
権
株
式
保
有
割
合
51
％
を

占
め
て
、Ｏ
Ｍ
会
社
を
仕
切
る
の
は

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
で
し
た
。

親
会
社
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア
は
、
フ
ラ
ン

ス
に
本
社
を
置
く
世
界
最
大
規
模
の

水
メ
ジ
ャ
ー
。
各
地
で
水
道
民
営
化

を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
料
金

高
騰
や
不
透
明
な
経
営
実
態
、
劣

悪
な
運
営
に
よ
る
水
質
悪
化
な
ど
が

問
題
と
な
り
、
再
公
営
化
の
流
れ

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

＊
海
外
の
再
公
営
化
（
２
０
１
８
年
12
月
６

日
・
毎
日
新
聞
）
２
０
０
０
〜
16
年
の
間

に
少
な
く
と
も
33
か
国
の
２
６
７
都
市
で

水
道
事
業
が
再
公
営
化

▼
実
施
契
約
書
は
公
募
後
に
１
６
１
か
所
も
変
更
さ
れ
、
運
営
権
者
の
リ

ス
ク
を
下
げ
、
県
の
負
担
は
増
え
ま
し
た
。
実
施
契
約
書
は
今
も
ま

だ
完
成
せ
ず
、
今
後
も
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

20
年
間
の
契
約
内
容
を
記
す

「
実
施
契
約
書
」が

議
会
の
議
決
対
象
に
な
ら
な
い
！

議
会
審
議
や
監
査
対
象
か
ら
も
外
れ
、

情
報
公
開
の
ル
ー
ル
も
不
十
分
！

▼
運
営
権
を
売
却
し
た
事
業
は
県
の
予
算
・
決
算
か
ら
抜
け
、
監
査
対
象

か
ら
も
外
れ
、
県
議
会
の
議
決
は
５
年
に
１
回
の
料
金
改
定
時
の
み
と

な
り
ま
す
。
毎
年
県
議
会
に
報
告
す
る
旨
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、「
報
告
」
で
は
な
く
、
議
会
の
「
承
認
」
と
す
べ
き
で
す
。
同
様
に
、

経
営
審
査
委
員
会
の
委
員
の
任
命
も

議
会
承
認
の
対
象
と
す
べ
き
で
す
。

▼
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
「
情
報
公
開
取
扱
規
程
」

で
は
、「
企
業
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
」は
不
開
示
と
さ
れ
、

企
業
判
断
で
い
く
ら
で
も
開
示
拒
否

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
服
申
し
立

て
の
判
断
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
顧
問
弁
護
士

等
が
判
断
す
る
と
さ
れ
、県
民
の「
知

る
権
利
」
が
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
要
な
資
料
の

提
出
が
な
い
ま
ま
議
決
！

▼
肝
心
要
の
「
事
業
計
画
書
」
や
、
３
４
８
億
円
の
更
新
投
資
の
削
減
を

裏
付
け
る
「
改
築
計
画
書
」「
健
全
度
調
査
計
画
書
」
等
が
出
さ
れ
な

い
ま
ま
で
し
た
。
こ
れ
で
は
20
年
後
に
設
備
や
機
械
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
返
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
新
た
に
設
立
さ
れ
る
Ｏ
Ｍ
会
社
に
つ
い
て
も
県
が
ど
の
よ
う
に
し
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
不
明
で
す
。

大
事
な
お
金
の
取
り
決
め
が

条
例
に
欠
落
！

▼
提
案
さ
れ
た
条
例
に
は
、Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
収
め
る
料
金
額
や
県
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
収

受
額
の
割
合
も
書
き
込
ま
れ
ず
、
運
営
権
対
価
10
億
円
も
明
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

▼
完
全
民
営
化
で
あ
れ
ば
、
宮
城
県
の
水
道
３
事
業
全
体
の
総
資
産
２
９

０
９
億
円
で
購

入
し
な
け
れ
ば

事
業
に
参
入
で

き
ま
せ
ん
。
わ

ず
か
10
億
円
の

運
営
権
対
価
で

経
営
し
利
益
を

あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
「
み
や

ぎ
型
管
理
運
営

方
式
」
は
、
こ

の
上
も
な
く

「
民
間
企
業
が

や
り
や
す
い
」

方
式
で
す
。

この資産を自由に活用できるのが「みやぎ型」

分類 事業・施設名 施設全体の帳
簿価格（億円）

うち、運営権設
定対象施設の帳
簿価格（億円）

上水 大 崎 広 域 水 道 201 111
上水 仙 南 仙 塩 広 域 水 道 1,126 255
工水 仙 塩 工 業 用 水 67 19
工水 仙 台 圏 工 業 用 水 23 6
工水 仙 台 北 部 工 業 用 水 50 8
下水 仙 塩 流 域 下 水 道 230 180
下水 阿 武 隈 流 域 下 水 道 445 255
下水 鳴 瀬 川 流 域 下 水 道 66 22
下水 吉 田 川 流 域 下 水 道 114 62
下水 北上川下流流域下水道 186 0
下水 北上川下流東部流域下水道 204 0
下水 迫 川 流 域 下 水 道 197 0

計 2,909 918

「
水
道
民
営
化
」の
ね
ら
い
は

　
　
　
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

「
再
公
営
化
」の
世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る

　
　
　
　
　
　「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
」提供：企業局水道経営課

新OM会社における構成員各社の出資比率
株　　主 出資比率 議決権株式保有割合

メタウォーターグループ 34.0% 33.5%
ヴェオリア・ジェネッツ 35.0% 51.0%
オ リ ッ ク ス 15.0% 7.5%
日 立 製 作 所 8.0% 4.0%
日 水 コ ン 3.0% 1.5%
橋 本 店 2.0% 1.0%
復 建 技 術 1.0% 0.5%
産 電 工 業 1.0% 0.5%
東 急 建 設 1.0% 0.5%

▼
公
募
要
件
に
、
１
事
業
で
も
赤
字
計
画
で
あ
れ
ば
「
失
格
」
と
す
る

基
準
は
な
く
、
現
在
受
託
し
て
い
る
２
社
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
の
「
失

格
」
は
、
公
平
・
公
正
な
選
考
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。

▼
Ｐ
Ｆ
Ｉ
検
討
委
員
会
で
は
、「
応
募
し
た
会
社
名
を
伏
せ
て
検
討
し
て

い
る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
議
事
録
を
み
る
と
、
参
加
企
業
を
ほ

ぼ
特
定
し
て
議
論
、
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

メ
タ
ウ
オ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の

選
定
過
程
も
不
透
明
！

日本共産党はこう考えます

国と自治体が責任をもって
　水道事業の再構築を図る
　　　　　　　政策転換を

▼
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
人
員
体
制
を
開
始
時
の
２
６
９
人
か
ら
７
年
後
に
は
２
２
５

人
に
減
ら
し
、人
件
費
を
20
年
間
で
１
６
７
億
円
削
減
す
る
計
画
で
す
。

現
在
浄
水
場
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
雇
用
問
題
や

技
術
の
引
継
ぎ
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

「
人
件
費
」
の
大
幅
削
減
で

水
質
管
理
や
働
く
人
の
賃
金
、

権
利
は
大
丈
夫
か
？

　
運
営
権
の
売
却
先
で
あ
る
メ
タ
ウ
オ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
特
定

目
的
会
社
（
以
下
、Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
浄
水
場
や
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
業
務
を
委
託
す
る
会
社（
以
下
、Ｏ
Ｍ
会
社
）

を
別
会
社
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

知
事
の「
ト
ン
デ
モ
」発
言

浄
水
場
等
の
管
理
運
営
を
仕
切
る
の
は

外
国
資
本
の
ヴ
ェ
オ
リ
ア

▲県の情報公開条
例でもこの程度の開

示。
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「
再
エ
ネ
」
問
題
や

　
　
　汚
染
処
理
水
で
鋭
く
追
及

三 

浦  

一 

敏

三 

浦  

一 

敏

天
下 

み
ゆ
き

天
下 

み
ゆ
き

高
齢
者
施
設
等
で
の

　頻
回
検
査
の
継
続
を
実
現
！

福
島 

か
ず
え

福
島 

か
ず
え

自
然
破
壊
を
伴
う

　大
規
模
再
エ
ネ
は
県
で
規
制
強
化
を

「
水
道
み
や
ぎ
型
」

　
　災
害
時
対
応
の
不
備
を
た
だ
す

大 

内  

真 

理

大 

内  

真 

理

金
田 

も
と
る

金
田 

も
と
る

新型
コロナ
対策

歴
史
に
残
る

　長
時
間
の
審
議
と
委
員
長
裁
決

建設企業
委員会

　

三
浦
県
議
は
一
般
質
問
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大
で
感
染
源
の
封

じ
込
め
を
強
調
し
、
変
化
部
検
査

の
完
全
実
施
を
求
め
、
東
京
五
輪

中
止
を
国
に
進
言
す
べ
き
と
要
求
。

　

ま
た
、
丸
森
町
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
計
画
や
県
北
地
域
の
１
８
９
基

も
の
巨
大
風
力
発
電
計
画
、
石
巻

市
須
江
地
区
の
バ
イ
オ
マ
ス
火
力

発
電
計
画
に
触
れ
、「
自
然
破
壊

を
許
さ
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
自
然
や
地
域
と
調
和
し
住
民

合
意
で
進
め
る
べ
き
だ
」
と
迫
り

ま
し
た
。

　

福
島
原
発
の
「
汚
染
処
理
水
」

海
洋
放
出
問
題
で
は
、
放
出
反
対

の
態
度
を
知
事
に
求
め
ま
し
た

が
、
知
事
は
反
対
を
明
言
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

２
月
議
会
の
一
般
質
問
で
も
取

り
上
げ
た
「
丸
森
町
耕
野
の
２
つ

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
の
ア
セ
ス

逃
れ
」
に
つ
い
て
、
６
月
30
日
に

経
産
省
が
「
２
つ
の
事
業
計
画
の

一
体
性
を
考
慮
し
、
ア
セ
ス
の
対

象
と
す
る
と
判
断
し
た
」
こ
と
が

翌
日
に
党
県
議
団
に
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
現
地
の
方
々
が
粘
り
強
く

声
を
上
げ
続
け
て
き
た
こ
と
、
い

わ
ぶ
ち
友
参
議
院
議
員
の
現
地
調

査
・
国
会
質
問
も
力
に
な
っ
た
と

喜
び
ま
し
た
が
、
同
日
夕
刻
に
は

一
方
の
計
画
に「
林
地
開
発
許
可
」

が
下
り
た
と
の
連
絡
。

　

７
／
２
の
環
境
福
祉
委
員
会
の

場
で
あ
ら
た
め
て
、「
大
規
模
な

自
然
破
壊
を
伴
う
無
謀
な
計
画
に

は
県
と
し
て
主
体
的
指
導
性
を
発

揮
し
て
、
計
画
断
念
を
求
め
る
べ

き
。
県
条
例
を
改
正
し
、
規
制
強

化
を
！
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

７
／
３
に
発
生
し
た
熱
海
市
の

土
石
流
災
害
に
も
「
開
発
行
為
」

と
の
関
り
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

規
制
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
水
道
民
営
化
」
関
連
の
２
議

案
と
市
民
団
体
か
ら
の
請
願
が
所

属
す
る
建
設
企
業
委
員
会
（
７
／

1
・
２
）
に
付
託
。
の
べ
七
時
間

の
質
疑
の
後
、
野
党
会
派
で
継
続

審
査
を
求
め
ま
し
た
が
、
４
対
４

の
同
数
と
な
り
、
委
員
長
裁
決
で

否
決
。
同
様
に
委
員
長
裁
決
で
議

案
は
可
決
、
請
願
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
野
党
系
会
派
で
の
勉

強
会
開
催
や
委
員
会
へ
の
参
考
人

招
致
の
申
し
入
れ
な
ど
、
協
力
共

同
は
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
臨
時
議

会
（
５
／
31
）
補
正
予
算
総
括
質

疑
で
、「
生
理
の
貧
困
」
対
策
と

し
て
月
経
用
ナ
プ
キ
ン
の
無
料
配

布
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
教
育
長
か

ら
「
県
立
学
校
で
は
保
健
室
で
無

料
配
布
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ト
イ
レ

個
室
で
の
無
料
配

布
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

　

共
産
党
県
議
団
は
、
高
齢
者
施

設
等
で
の
頻
回
検
査
を
何
度
も
求

め
て
き
ま
し
た
。
宮
城
県
は
３
～

４
月
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
、

や
っ
と
頻
回
検
査
を
開
始
し
、
５

月
以
降
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
下
議
員
は
６
月
25
日
の
一
般

質
問
で
、
６
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
頻
回
検
査
の
継
続
と
、
通
所

や
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
へ
の
拡
大
を

求
め
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
、「
６
月
か
ら
は

通
所
系
に
も
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で

に
約
４
６
０
施
設
・
１
万
８
千
人

に
延
べ
８
万
２
千
回
の
検
査
を
実

施
し
て
き
た
。
７
月
以
降
は
国
の

通
知
に
基
づ
き
対
応
を
検
討
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
７
月
１
日
付
け
で
宮

城
県
か
ら
各
施
設
に
、
７
月
30
日

ま
で
延
長
す
る
旨
の
通
知
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
継
続
と
訪
問
系

へ
の
拡
大
を
求
め
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

　

７
月
５
日
に
閉
会
し
た
県
議

会
で
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議

員
団
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
22

件
中
４
件
に
反
対
を
し
ま
し

た
。
水
道
「
民
営
化
」
の
関
連

議
案
は
今
議
会
で
は
採
決
し
な

い
こ
と
な
ど
を
求
め
る
請
願
に

は
野
党
４
会
派
が
賛
成
を
し
ま

し
た
。

　

反
対
討
論
で
、
原
発
再
稼
働

前
提
の
減
税
延
長
や
、
デ
ジ
タ

ル
手
続
法
に
基
づ
く
条
例
改
正

に
よ
り
、
行
政
手
続
き
で
収
集

し
た
個
人
情
報
が
民
間
企
業
に

提
供
さ
れ
る
危
惧
が
あ
る
こ

と
。
水
道
「
民
営
化
」
の
関
連

２
議
案
に
は
、
議
案
審
議
に
必

要
な
資
料
を
提
出
し
な
い
ま
ま

議
決
を
求
め
る
こ
と
や
県
民
の

多
く
が
理
解
し
て
い
な
い
点
な

ど
10
の
問
題
点
を
あ
げ
反
対
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
①
学
校
教
育
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
適
切
な
推
進

を
求
め
る
意
見
書
②
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
③
子
供
政
策
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
④
性
的
指
向
・
性
自

認
に
関
す
る
差
別
の
解
消
を
求

め
る
意
見
書
の
４
件
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
内
県
議
は
、
外
資
・
ヴ
ェ
オ

リ
ア
を
含
む
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
グ

ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
が
最
近
示
し

た
「
災
害
時
対
応
措
置
」
に
は
、

現
在
県
が
使
用
し
て
い
る
災
害
時

「
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」「
緊

急
時
対
策
指
針
」
に
あ
る
数
値
目

標
や
事
前
対
策
の
詳
細
な
記
述

が
、
ま
る
ま
る
す
っ
ぽ
り
抜
け
落

ち
て
い
る
事
を
指
摘
し
是
正
を
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
県
公
営
企
業
管

理
者
は
、
数
値
目
標
や
事
前
対
策

に
つ
い
て
「
今
後
正
式
な
計
画
に

は
盛
り
込
む
」
事
を
約
束
し
、
Ｓ

Ｐ
Ｃ
が
作
成
し
た
「
対
応
措
置
」

が
不
十
分
で
あ
る
事
を
認
め
ま
し

た
。
非
常
時
対
応
は
、
県
民
の
安

全
・
安
心
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
の
に
、
正
式
な
計
画
が
来
年

２
月
末
に
な
ら
な
い
と
県
民
に
示

さ
れ
な
い
よ
う
な
「
水
道
み
や
ぎ

型
」
は
撤
回
す
る
よ
う
引
き
続
き

求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
第
３
７
９
回  

宮
城
県
議
会
に
つ
い
て

５
月
臨
時
会

　
県
立
学
校
で
も

　
　
ナ
プ
キ
ン
配
布


